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   開     議 

 

 

○平 進介委員長 おはようございます。 

 これから決算特別委員会を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。

よって、ただいまの出席委員は定足数に達して

おります。 

 なお、梅津義徳厚生参事兼福祉あんしん課長

から本日の会議を欠席させてほしい旨の届出が

あり、横山ちはる福祉主幹が出席しております

のでご報告いたします。 

 それでは、去る１日の本会議において決算特

別委員会に付託になりました決算３件及び関連

議案２件について審査を行います。 

 審査日程につきましては、既に配付されてお

ります会議日程表のとおりでありますので、ご

協力をお願いいたします。 

 それでは、これから各会計決算及び関連議案

の概要について説明を求めます。 

 

 

 認第１号 令和２年度長井市歳入歳 

 出決算認定について 

 

 

○平 進介委員長 まず、認第１号の令和２年度

長井市一般会計歳入歳出決算について。 

 鈴木嗣郎会計管理者。 

○鈴木嗣郎会計管理者 おはようございます。 

 認第１号 令和２年度長井市歳入歳出決算認

定につきまして、私からは一般会計に係る決算

の概要についてご説明申し上げます。 

 決算書の39ページをお開き願います。歳入で

ございます。 

 これから申し上げますのは、令和２年度の収

入済額でございます。また、増加、減少につき

ましては、令和元年度との比較で申し上げます。 

 まず、１款市税は新型コロナウイルス感染症

の影響が懸念されたわけですが堅調に推移いた

しまして、0.7％増の31億9,631万1,271円とな

りました。予算現額に対する収入率は102.0％、

調定額に対する収納率は99.2％で、歳入全体に

占める構成比率は5.6ポイント減少し12.4％と

なっております。 

 なお、不納欠損額につきましては284万2,707

円、収入未済額は2,419万2,371円でございまし

た。 

 次に、41ページ、２款地方譲与税は１億

6,772万1,000円で2.3％の増加でございます。 

 ３款利子割交付金は272万1,000円で0.9％の

増。 

 続いて、42ページ、４款配当割交付金は631

万8,000円で16.9％の減。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金は935万9,000円

で121.1％の増。 

 新たな交付金の６款法人事業税交付金は1, 

991万7,000円で皆増。 

 下のページ、７款地方消費税交付金は６億

2,457万7,000円で21.4％の増。 

 ８款環境性能割交付金は1,213万6,000円で

109.0％の増。 

 ９款地方特例交付金は2,475万円で28.9％の

減。 

 44ページ、10款地方交付税は45億7,625万

4,000円で5.4％の増でございます。歳入全体に

占める構成比率は6.9ポイント減少し17.7％と

なりました。 

 11款交通安全対策特別交付金は404万5,000円

で3.2％の増。 

 12款分担金及び負担金は7,390万2,201円で

32.1％の減となりました。これは主に下のペー

ジ、１項１目２節の備考欄、児童福祉施設運営

費個人徴収金が幼保無償化に伴い減少したこと
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によるものでございます。 

 13款使用料及び手数料は１億884万5,701円で、

22.2％の減となりました。これは主に46ページ、

１項２目の備考欄、児童センター使用料が幼保

無償化に対応するため減少、新型コロナウイル

ス感染症の影響と思われますが、３目２節の休

日診療所使用料が減少したほか、新型コロナウ

イルス感染症の影響で５目１節あやめ公園入園

料が皆減となったことによるものでございます。 

 続きまして、49ページの14款国庫支出金は61

億6,266万6,751円で165.0％、38億3,723万

9,609円増加してございます。これは主に51ペ

ージから記載しております２項国庫補助金の増

加によるものでございますが、主なものは１目

の備考欄、新庁舎整備に係る二酸化炭素排出抑

制対策事業費等補助金のほか、新型コロナウイ

ルス感染症緊急経済対策特別定額給付金26億

6,000万円、52ページの備考欄、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金６億

4,826万4,000円、下のページ、３目の公立置賜

長井病院再整備に係る社会資本整備総合交付金、

４目１節の都市構造再編集中支援事業費補助金、

55ページ、５目５節の給食共同調理場整備に係

る学校施設環境改善交付金などでございます。

歳入全体に占める構成比率は10.6ポイント増加

し、23.8％となりました。 

 56ページの15款県支出金は10億1,497万3,883

円で2.2％の増でございます。このうち、64ペ

ージの２項９目災害復旧費県補助金が皆増とな

ってございます。 

 続いて、69ページ、16款財産収入は2,466万

6,333円で2.4％の増。 

 17款寄附金は15億7,554万4,865円で209.1％、

10億6,585万4,178円の増でございます。これは

70ページ、１項１目の備考欄、長井市ふるさと

応援寄附金が好調で、寄附金総額が15億7,015

万5,865円となったことによるものでございま

す。 

 18款繰入金は11億7,022万9,425円で67.9％、

４億7,313万4,195円の増でございます。これは

主に下のページ２項基金繰入金のうち、４目ふ

るさと応援基金繰入金が188.2％、６億4,000円

増の９億8,000万円となったことによるもので

ございます。 

 72ページ、19款繰越金は４億1,316万5,758円

で13.4％の減少。 

 20款諸収入は４億1,769万7,522円で26.1％増

加いたしました。74ページの備考欄、置賜広域

病院企業団人件費負担金の増加などが影響して

ございます。 

 77ページ、21款市債は62億8,363万5,000円で

68.1％、25億4,498万4,000円増加しております。

主なものといたしましては、１項１目の備考欄、

庁舎整備事業債39億4,210万円、３目の基盤整

備事業債、78ページの４目１節の道路橋りょう

整備事業債、６目１節の社会教育施設整備事業

債、２節の保健体育施設整備事業債８億2,620

万円などでございます。歳入全体に占める構成

比率は3.1ポイント増加し、24.3％となりまし

た。 

 以上、歳入の合計は46.9％、82億6,717万

7,395円増加し258億8,943万6,710円となりまし

た。 

 81ページをお開き願います。歳出でございま

す。 

 これから申し上げますのは、令和２年度の支

出済額でございます。また、歳入と同じく増加、

減少につきましては令和元年度との比較でござ

います。 

 まず、１款議会費は１億9,309万8,327円で

9.7％、1,712万1,387円増加しております。こ

れは主に82ページの備考欄、003議会システム

整備事業によるものでございます。歳出全体に

占める構成比率は0.2ポイント減少して0.8％と

なりました。 

 次に、２款総務費は111億7,861万8,740円で
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207.7％、75億4,579万7,603円増加しておりま

す。このうち、１項総務管理費は108億4,174万

638円で230.3％、75億5,925万7,187円増加して

おります。１目で162.2％、29億8,806万8,025

円増加してございますが、これは88ページの備

考欄、201公共施設等整備事業40億4,562万250

円によるものでございます。このほか95ページ

から６目がございますが、こちらは394.5％、

43億7,431万5,519円増加しております。これは

97ページの備考欄、003ふるさと納税事業22億

8,647万5,594円、106ページの備考欄、117特別

定額給付金事業26億6,003万7,353円によるもの

でございます。 

 115ページ、２項徴税費は１億4,449万1,077

円で11.7％の減、117ページ、３項戸籍住民基

本台帳費は１億2,685万6,012円で118ページの

備考欄、003戸籍電算化事業、004個人番号カー

ド交付事業などによりまして23.7％増加してお

ります。 

 下のページ、４項選挙費は3,372万9,459円で

44.5％の減少。120ページの２目山形県知事選

挙費が皆増で、参議院議員通常選挙費、山形県

議会議員選挙費、長井市議会議員選挙費が皆減

となってございます。 

 下のページ、５項統計調査費は2,030万8,374

円で66.5％の増。122ページの２目の備考欄、

001国勢調査事業による増加でございます。 

 下のページ、６項監査委員費は1,149万3,180

円で3.2％の増加となっております。 

 以上、２款総務費の歳出全体に占める構成比

率につきましては、23.0ポイント増加し44.1％

となりました。 

 次に、124ページ、３款民生費は44億1,944万

1,317円で10.1％、４億9,653万7,975円減少し

ております。 

 １項社会福祉費が22億1,653万9,810円で

3.2％減となったほか、136ページ、２項の児童

福祉費は18億2,474万8,931円で18.0％減少して

おります。これは主に民間の保育所等整備事業

が皆減となったことによるものでございます。 

 151ページの３項生活保護費は３億7,812万

1,968円で5.6％の減となりました。 

 なお、153ページの４項災害救助費は皆増で

ございます。 

 ３款民生費の歳出全体に占める構成比率は、

11.2ポイント減少し17.4％となりました。 

 次に、154ページ、４款衛生費は13億1,043万

8,557円で27.1％、２億7,909万3,012円増加し

ております。 

 １項保健衛生費が３億7,169万9,406円で157

ページ、２目の備考欄、001予防接種事業、158

ページの003新型コロナウイルスワクチン接種

事業などにより6.9％増加しております。 

 165ページの２項清掃費は２億3,952万7,151

円で1.0％の減。 

 167ページの３項病院費は６億9,921万2,000

円で58.2％の増加でございます。これは備考欄、

002公立置賜長井病院改修整備事業によるもの

でございます。 

 ４款衛生費の歳出全体に占める構成比率は、

0.8ポイント減少し5.2％となりました。 

 次に、５款労働費は4,580万1,000円、令和元

年度とほぼ同額。歳出全体に占める構成比率は

0.1ポイント減の0.2％でございます。 

 次に、168ページの６款農林水産業費は７億

3,637万6,568円で1.6％、1,219万5,620円減少

しております。 

 １項農業費が７億916万1,722円で0.5％の減

少。171ページからの３目で産地パワーアップ

事業が減少となりましたが、178ページの６目

で備考欄003県営事業負担金が増加してござい

ます。また、182ページの２項林業費は2,721万

4,846円で24.3％の減少。１目におきまして、

こぶし荘維持管理事業が皆減したことなどによ

るものでございます。 

 ６款農林水産業の歳出全体に占める構成比率
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は1.5ポイント減の2.9％となりました。 

 次に、185ページ、７款商工費は８億6,096万

3,825円で72.7％、３億6,241万7,005円の増加

でございます。これは１項商工費、186ページ

の２目で下のページ備考欄、009新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金事業によ

り増加したものでございます。一方、189ペー

ジからの３目では191ページの003観光振興事業

が減少しております。 

 ７款商工費の歳出全体に占める構成比率は、

0.5ポイント増の3.4％となりました。 

 次に、196ページ、８款土木費は20億2,075万

9259円で0.8％、1,593万3,192円の増加でござ

います。 

 １項土木管理費が2,167万9,125円で0.2％の

減。下のページ、２項道路橋りょう費は12億

8,992万3,374円で33.7％増加しております。こ

れは主に198ページからの２目で200ページの備

考欄、005道路除雪事業、202ページからの３目

では下のページの005都市再生整備の社会資本

整備総合交付金事業が増加したことによるもの

でございます。 

 204ページの３項河川費は3,351万4,514円で

37.1％の減少。206ページ、２目の備考欄、002

単独河川整備事業の減少が影響しております。 

 下のページの４項都市計画費は５億5,007万

1,555円で31.3％減少しておりますが、208ペー

ジ２目の備考欄、001下水道事業会計負担金、

３目では210ページの備考欄、004河川緑地整備

事業が減少したことなどによるものでございま

す。 

 下のページ、５項住宅費は１億2,557万691円

で23.6％の減。１目212ページの備考欄、004公

営住宅等ストック総合改善事業の減少が影響し

てございます。 

 ８款土木費の歳出全体に占める構成比率は、

3.7ポイント減少して8.0％となりました。 

 次に、214ページ、９款消防費は６億4,282万

6,762円で6.7％、4,049万5,266円の増加となり

ました。 

 １項消防費のうち、１目の備考欄、001西置

賜行政組合分担金が増加したほか、217ページ

から４目がございますが、こちらの219ページ

の備考欄、012新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金事業などが増加したことに

よるものでございます。 

 ９款消防費の歳出全体に占める構成比率は、

1.0ポイント減の2.5％でございます。 

 次に、220ページ、10款教育費は26億6,633万

6,554円で9.1％、２億2,160万3,244円増加して

おります。 

 １項教育総務費は１億7,705万7,022円で

7.9％の増加。225ページの２項小学校費は２億

7,642万2,644円で53.2％減少しております。こ

れは１目で長井小学校管理棟整備が完了したこ

とによるものでございます。 

 231ページ、3項中学校費は１億5,940万2,187

円で11.2％の減少でございます。１目の備考欄、

003学校施設管理事業で南北中の柔剣道場天井

改修事業が完了したことなどによるものでござ

います。 

 なお、２項、３項におきまして新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金の事業で

児童生徒１人１台の端末整備、校内ネットワー

ク環境などの整備を行ってございます。 

 237ページ、４項社会教育費は７億4,458万

1,861円で42.1％、５億4,228万6,918円減少い

たしました。 

 245ページの６目の備考欄、002市民文化会館

施設管理事業で耐震等改修工事費などにより減

少したものでございます。 

 250ページ、５項保健体育費は13億887万

2,840円で502.4％、10億9,161万1,062円増加し

ております。 

 256ページからの３目がございますが、こち

らは258ページの備考欄、006学校給食共同調理
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場整備等事業11億2,032万7,447円によって増加

したものでございます。 

 10款教育費の歳出全体に占める構成比率は、

3.7ポイント減の10.5％でございます。 

 11款災害復旧費は6,108万1,922円で皆増でご

ざいます。令和２年７月豪雨災害の復旧に要し

た事業費でございます。 

 260ページ、12款公債費は12億1,978万5,417

円で10.1％、１億1,163万3,134円増加しており、

歳出全体に占める構成比率は1.6ポイント減少

し4.8％となりました。 

 下のページ、予備費につきましては、予備費

支出及び流用増減といたしまして336万871円を

計上いたしまして、不用額は2,663万9,129円と

なってございます。 

 以上、歳出の合計は47.3％、81億4,643万

4,691円増加し253億5,552万8,248円となりまし

た。 

 最後に、実質収支に関する調書でご説明申し

上げますので、323ページをお開き願います。 

 左側が一般会計の調書になってございます。

歳入総額が258億8,943万6,710円、歳出総額が

253億5,552万8,248円、歳入歳出の差引きは５

億3,390万8,462円、翌年度に繰り越すべき財源

は繰越明許費繰越額のみでございまして、

5,942万4,768円となってございます。実質収支

額は４億7,448万3,694円でございます。 

 以上が令和２年度一般会計歳入歳出決算の概

要でございます。よろしくご審査の上、ご認定

賜りますようお願い申し上げます。 

○平 進介委員長 次に、認第１号の令和２年度

長井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算及び

令和２年度長井市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の２件について。 

 渡邊恵子市民課長。 

○渡邊恵子市民課長 おはようございます。 

 初めに、令和２年度長井市国民健康保険特別

会計歳入歳出決算の概要をご説明いたします。

歳入歳出決算書の12ページをお開きください。 

 歳入合計では調定額25億8,888万4,454円に対

し収入済額は前年度対比0.2％減の25億5,089万

1,871円で、収入率は98.5％、調定額のうち524

万7,226円を不納欠損処分とし、収入未済額は

3,274万5,357円となりました。 

 14ページをお開きください。歳出合計では、

予算現額25億4,139万6,000円に対し支出済額は

前年度対比0.9％減の22億8,916万3,781円で、

予算執行率は90.1％、不用額は２億5,223万

2,219円となりました。歳入合計の収入済額25

億5,089万1,871円から歳出合計の支出済額22億

8,916万3,781円を差し引いた残額２億6,172万

8,090円を翌年度に繰り越しさせていただくも

のでございます。 

 それでは、事項別明細書により説明いたしま

すので、歳入歳出決算書の263ページをお開き

ください。 

 歳入から説明いたします。 

 １款国民健康保険税は調定額５億5,766万

2,105円に対し収入済額は前年度対比５％増の

５億1,992万4,772円となっています。調定額の

うち517万9,501円を不納欠損処分とし、収入未

済額は3,255万7,832円となりました。 

 264ページをお開きください。以下、収入済

額について増減は令和元年度との比較で申し上

げます。 

 ２款使用料及び手数料は17.9％減の23万

1,000円となっています。 

 265ページをお開きください。３款国庫支出

金は１目災害臨時特例補助金及び２目社会保

障・税番号制度システム整備費補助金で、

932％増の461万3,000円となります。 

 ４款県支出金は1.9％減の16億2,497万7,000

円。１項県補助金、１目１節普通交付金は15億

8,621万円、266ページになりますが、２節特別

交付金、保険者努力支援制度分は1,824万7,000

円となりました。 


